
専修学校による地域産業中核的人材養成事業

教育機関

【趣旨・目的】

柔軟な制度的特性を生かしながら産業構造の変化や各地域のニーズ等に対応した実践的な職業教
育を行う専修学校の人材養成機能を充実・強化し、地域産業の発展を支える中核的な人材養成機関
としての専修学校の役割の充実を図るため、社会人向けの教育プログラムや特色ある教育カリキュ
ラムの開発、効果的な産学連携教育の実施のためのガイドラインの作成、分野に応じた中長期的な
人材育成に向けた協議体制の構築等を進める。

産学官の連携強化による実践的な教育の推進

平成２９年度予算額：1,683百万円【新規】

産 業 界 行政機関

メニュー１：教育プログラム等の開発

社会人の学び直しの推進(学びやすい教育プログラムの開発・実証)

⇒eラーニングの積極的活用等による学び直し講座の開発等

⇒地域版学び直し教育プログラムの開発・実証

高等専修学校の教育カリキュラムの特色化

⇒特色ある教育推進のための教育カリキュラム

等の開発・実証

メニュー２：産学連携手法の開発

産学連携による効果的な職業教育の実践

⇒学習と実践を組み合わせて行う教育シス

テムの構築（専修学校版デュアル教育の手法開発）

ターゲット ①

メニュー３：産学連携体制の整備

自立的・機動的な産学連携体制の構築

⇒人材育成協議会の設置

ターゲット ②

ターゲット ③

ターゲット ④


